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ぬるローイー／ 
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実証機関 一般財団法人建材試験センター 
実証試験期間 平成２５年９月１７日～平成２６年２月１７日 

 

1. 実証対象技術の概要 
既存の窓ガラスに日射遮蔽性能を持つコーティング材を塗布する技術 
※技術の特徴などの情報は、4.参考情報（概要版 9 ページ）を参照。 

2. 実証試験の概要 
2.1 空調負荷低減等性能 

窓用日射遮蔽コーティング材の熱・光学性能を測定し、その結果から、下記条件における対象

建築物の全ての窓に窓用日射遮蔽コーティング材を室内側に塗布した場合の効果（冷房負荷低減

効果等）を数値計算により算出した。 
2.1.1. 数値計算における設定条件 
(1) 対象建築物 

1) 住宅（戸建木造）モデルの 1 階 LD 部（リビングダイニングスペース部） 
〔対象床面積：20.49 m2、窓面積：6.62m2、階高：2.7m、構造：木造〕 

2) オフィスモデルの事務室南側部 
〔対象床面積：115.29m2、窓面積：37.44m2、階高：3.6m、構造：RC 造〕 

注）周囲の建築物等の影響による日射の遮蔽は考慮しない。 
  対象建築物の詳細は、詳細版本編 4.2.2(1)①対象建築物（詳細版本編 15 ページ）参照。 

(2) 使用気象データ 
拡張アメダス気象データ標準年（1991 年～2000 年）（東京都及び大阪府） 

(3) 空調機器設定 

建築物 
設定温度（℃） 

稼働時間 冷房 COP 暖房 COP 
冷房 暖房 

住宅 26.6 21.0 6～9 時・12～14 時・16～22 時 4.67 5.14 
オフィス 28.0 20.0 平日 7～21 時 3.55 3.90 

(4) 電力量料金単価の設定 

地域 建築物 標準契約種別 
電力量料金単価（円／kWh） 
夏季 その他季 

東京 
住宅 従量電灯 B 25.19 

オフィス 業務用電力 16.65 15.55 

大阪 
住宅 従量電灯 A 26.51 

オフィス 高圧電力 AS 14.83 13.81 

2.2 環境負荷・維持管理等性能 
耐候性試験機により 1000 時間の促進耐候性試験を行った。試験終了後、熱・光学性能の測定

を行い、耐候性試験前後における測定値の変化を確認した。 
  

本実証試験結果報告書の著作権は、環境省に属します。 

実証番号 051-1312 
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3. 実証試験結果 
3.1 空調負荷低減等性能及び環境負荷・維持管理等性能 
(1) 熱・光学性能及び環境負荷・維持管理等性能試験結果（平均値）*1 

【実証項目】 
基板の 
厚さ 項目 耐候性試験前 耐候性試験後 

3mm 
遮へい係数 （―） 0.79 0.77 

熱貫流率 （W/m2･K） 6.1 6.1 

 
〔測定項目〕（参考） 

基板の 
厚さ 項目 耐候性試験前 耐候性試験後 

3mm 

可視光線透過率 （％） 75.7 72.1 

日射透過率 （％） 56.0 53.3 

日射反射率 （％） 6.2 5.8 

 
【参考項目】 

基板の 
厚さ 項目 耐候性試験前 耐候性試験後 

8mm 

遮へい係数 （―） 0.76 － 

熱貫流率 （W/m2･K） 5.9 － 

可視光線透過率 （％） 75.7 － 

日射透過率 （％） 52.7 － 

日射反射率 （％） 6.1 － 

 
*1： 耐候性試験前に、試験体数量 n=3 で測定を行った。その結果から、日射透過率が最大

のもの及び最小のものを 2 つ（n=2）選定し、耐候性試験を行った。 
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(2) 分光透過率・分光反射率（波長範囲：300nm～2500nm）の特性 

 
図－１  分光透過率測定結果（基板：厚さ 3mm のフロート板ガラス） 

 
図－２  分光反射率測定結果（基板：厚さ 3mm のフロート板ガラス） 

 
※ 耐候性試験前の熱・光学性能の測定は、製品の持つばらつきを考慮し、試験体数量 n=3

として測定した。測定した試験体のうち、日射透過率が最大のもの及び最小のものを 2
つ（n=2）選定し、耐候性試験を行った。耐候性試験による性能劣化を把握するために、

耐候性試験後に熱・光学性能の測定を再度実施した。 
 

【参考情報：波長範囲と定義※】 
紫外線域：300～380nm，可視光線域：380～780nm，日射域：300～2500nm 
※ JIS A 5759 を基に作成 
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3.2 数値計算により算出する実証項目 
(1) 実証項目の計算結果 

【算出対象区域：LD 部（住宅）、事務室南側部（オフィス）】 
比較対象：コーティング材塗布前 

 
東京都 大阪府 

住宅（戸建木造） オフィス 住宅（戸建木造） オフィス 

冷房負荷 
低減効果*1 

（夏季 
1 ヶ月） 

熱量 

57 kWh/月 190 kWh/月 62 kWh/月 202 kWh/月 

（ 513kWh/月 
→ 456kWh/月） 

（ 1,866kWh/月 
→ 1,676kWh/月） 

（ 626kWh/月 
→ 564kWh/月） 

（ 2,209kWh/月 
→ 2,007kWh/月） 

11.1 ％低減 10.2 ％低減 9.9 ％低減 9.1 ％低減 

電気 
料金 307 円低減 891 円低減 352 円低減 844 円低減 

冷房負荷 
低減効果*1 

（夏季 
6～9 月） 

熱量 

191 kWh/4 ヶ月 612 kWh/4 ヶ月 216 kWh/4 ヶ月 696 kWh/4 ヶ月 

（ 1,468kWh/4 ヶ月 
→ 1,277kWh/4 ヶ月） 

（ 5,071kWh/4 ヶ月 
→ 4,459kWh/4 ヶ月） 

（ 1,839kWh/4 ヶ月 
→ 1,623kWh/4 ヶ月） 

（ 6,440kWh/4 ヶ月 
→ 5,744kWh/4 ヶ月） 

13.0 ％低減 12.1 ％低減 11.7 ％低減 10.8 ％低減 

電気 
料金 1,030 円低減 2,830 円低減 1,227 円低減 2,866 円低減 

室温上昇 
抑制効果*2 

（夏季 
15 時） 

自然 
室温

*3 

1.7 ℃  2.0 ℃  1.8 ℃  2.0 ℃  

（ 42.1℃→ 40.4℃） （ 49.2℃→ 47.2℃） （ 40.6℃→ 38.8℃） （ 50.2℃→ 48.2℃） 

体感 
温度

*4 

2.0 ℃  2.0 ℃  2.1 ℃  2.1 ℃  

（ 42.6℃→ 40.6℃） （ 49.2℃→ 47.2℃） （ 41.3℃→ 39.2℃） （ 50.3℃→ 48.2℃） 

*1：夏季 1 ヶ月（8 月）及び夏季（6～9 月）において室内温度が冷房設定温度を上回ったときに冷房

が稼働した場合の冷房負荷低減効果 
*2：8 月の平日で直達日射量の合計が最も多い日（東京：8 月 10 日，大阪：8 月 18 日）の 15 時にお

ける対象部での室温の抑制効果 
*3：冷房を行わないときの室温 
*4：壁などの室内表面温度を考慮した温度（空気温度と壁などの室内表面温度との平均） 
注）数値計算は、モデル的な住宅及びオフィスを想定し、各種前提条件のもと行ったものであり、実

際の導入環境とは異なる。 
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(2) 参考項目の計算結果 

① 実証項目に対して暖房の影響を考慮した計算結果 
【算出対象区域：LD 部（住宅）、事務室南側部（オフィス）】 
比較対象：コーティング材塗布前 

 
東京都 大阪府 

住宅（戸建木造） オフィス 住宅（戸建木造） オフィス 

暖房負荷 
低減効果*1 
（冬季１ヶ月） 

熱量 

-48 kWh/月 -124 kWh/月 -48 kWh/月 -144 kWh/月 

（ 293kWh/月 

→ 341kWh/月） 

（ 166kWh/月 

→ 290kWh/月） 

（ 398kWh/月 

→ 446kWh/月） 

（ 469kWh/月 

→ 613kWh/月） 

-16.4 ％低減 -74.7 ％低減 -12.1 ％低減 -30.7 ％低減 

電気 
料金 -235 円低減 -494 円低減 -247 円低減 -510 円低減 

冷暖房負荷 
低減効果*2 
（期間空調） 

熱量 

1 kWh/年 190 kWh/年 21 kWh/年 238 kWh/年 

（ 2,901kWh/年 
→ 2,900kWh/年） 

（ 5,776kWh/年 
→ 5,586kWh/年） 

（ 3,389kWh/年 
→ 3,368kWh/年） 

（ 7,582kWh/年 
→ 7,344kWh/年） 

0.0 ％低減 3.3 ％低減 0.6 ％低減 3.1 ％低減 

電気 
料金 99 円低減 1,147 円低減 222 円低減 1,244 円低減 

*1：冬季 1 ヶ月（2 月）において室内温度が暖房設定温度を下回ったときに暖房が稼働した場合の暖

房負荷低減効果 
*2：夏季（6～9 月）において室内温度が冷房設定温度を上回ったときに冷房が稼働した場合及び冬季

（11～4 月）において室内温度が暖房設定温度を下回ったときに暖房が稼働した場合の冷暖房負

荷低減効果 
注 1） 数値計算は、モデル的な住宅及びオフィスを想定し、各種前提条件のもと行ったものであり、実

際の導入環境とは異なる。 
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② 年間を通じ冷暖房の影響を考慮した計算結果 
【算出対象区域：LD 部（住宅）、事務室南側部（オフィス）】 
比較対象：コーティング材塗布前 

 
東京都 大阪府 

住宅（戸建木造） オフィス 住宅（戸建木造） オフィス 

冷房負荷 
低減効果*1 
（年間空調） 

熱量 

376 kWh/年 1,091 kWh/年 378 kWh/年 1,131 kWh/年 

（ 1,933kWh/年 
→ 1,557kWh/年） 

（ 6,616kWh/年 
→ 5,525kWh/年） 

（ 2,256kWh/年 
→ 1,878kWh/年） 

（ 7,796kWh/年 
→ 6,665kWh/年） 

19.5 ％低減 16.5 ％低減 16.8 ％低減 14.5 ％低減 
電気 
料金 2,028 円低減 4,929 円低減 2,146 円低減 4,558 円低減 

暖房負荷 
低減効果*2 
（年間空調） 

熱量 

-197 kWh/年 -422 kWh/年 -200 kWh/年 -458 kWh/年 

（ 1,461kWh/年 
→ 1,658kWh/年） 

（ 705kWh/年 
→ 1,127kWh/年） 

（ 1,571kWh/年 
→ 1,771kWh/年） 

（ 1,142kWh/年 
→ 1,600kWh/年） 

-13.5 ％低減 -59.9 ％低減 -12.7 ％低減 -40.1 ％低減 
電気 
料金 -966 円低減 -1,683 円低減 -1,030 円低減 -1,622 円低減 

冷暖房負荷 
低減効果*3 
（年間空調） 

熱量 

179 kWh/年 669 kWh/年 178 kWh/年 673 kWh/年 

（ 3,394kWh/年 
→ 3,215kWh/年） 

（ 7,321kWh/年 
→ 6,652kWh/年） 

（ 3,827kWh/年 
→ 3,649kWh/年） 

（ 8,938kWh/年 
→ 8,265kWh/年） 

5.3 ％低減 9.1 ％低減 4.7 ％低減 7.5 ％低減 

電気 
料金 1,062 円低減 3,246 円低減 1,116 円低減 2,936 円低減 

*1：年間を通じ室内温度が冷房設定温度を上回ったときに冷房が稼働した場合の冷房負荷低減効果 
*2：年間を通じ室内温度が暖房設定温度を下回ったときに暖房が稼働した場合の暖房負荷低減効果 
*3：窓用日射遮蔽コーティング材の塗布により低減する年間の冷房負荷量と暖房負荷量の合計 
注 1） 数値計算は、モデル的な住宅及びオフィスを想定し、各種前提条件のもと行ったものであり、実

際の導入環境とは異なる。 
 



ヒートアイランド対策技術分野（建築物外皮による空調負荷低減等技術） 【窓用日射遮蔽コーティング材（H25）】 
ぬるローイー 

株式会社日進産業 

7 

③ 建築物全体または事務室全体において年間を通じ冷暖房の影響を考慮した計算結果 
【算出対象区域：建築物全体（住宅）、基準階事務室全体（オフィス）】 
比較対象：コーティング材塗布前 

 
東京都 大阪府 

住宅（戸建木造） オフィス 住宅（戸建木造） オフィス 

冷房負荷 
低減効果*1 
（年間空調） 

熱量 

463 kWh/年 4,250 kWh/年 479 kWh/年 4,554 kWh/年 

（ 2,550kWh/年 
→ 2,087kWh/年） 

（ 30,583kWh/年 
→ 26,333kWh/年） 

（ 3,078kWh/年 
→ 2,599kWh/年） 

（ 36,782kWh/年 
→ 32,228kWh/年） 

18.2 ％低減 13.9 ％低減 15.6 ％低減 12.4 ％低減 

電気 
料金 2,498 円低減 19,253 円低減 2,718 円低減 18,383 円低減 

暖房負荷 
低減効果*2 
（年間空調） 

熱量 

-370 kWh/年 -2,454 kWh/年 -347 kWh/年 -2,110 kWh/年 

（ 2,535kWh/年 
→ 2,905kWh/年） 

（ 7,583kWh/年 
→ 10,037kWh/年） 

（ 2,690kWh/年 
→ 3,037kWh/年） 

（ 8,647kWh/年 
→ 10,757kWh/年） 

-14.6 ％低減 -32.4 ％低減 -12.9 ％低減 -24.4 ％低減 

電気 
料金 -1,811 円低減 -9,785 円低減 -1,790 円低減 -7,472 円低減 

冷暖房負荷 
低減効果*3 
（年間空調） 

熱量 

93 kWh/年 1,796 kWh/年 132 kWh/年 2,444 kWh/年 

（ 5,085kWh/年 
→ 4,992kWh/年） 

（ 38,166kWh/年 
→ 36,370kWh/年） 

（ 5,768kWh/年 
→ 5,636kWh/年） 

（ 45,429kWh/年 
→ 42,985kWh/年） 

1.8 ％低減 4.7 ％低減 2.3 ％低減 5.4 ％低減 

電気 
料金 687 円低減 9,468 円低減 928 円低減 10,911 円低減 

*1：年間を通じ室内温度が冷房設定温度を上回ったときに冷房が稼働した場合の冷房負荷低減効果 
*2：年間を通じ室内温度が暖房設定温度を下回ったときに暖房が稼働した場合の暖房負荷低減効果 
*3：窓用日射遮蔽コーティング材の塗布により低減する年間の冷房負荷量と暖房負荷量の合計 
注 1） 数値計算は、モデル的な住宅及びオフィスを想定し、各種前提条件のもと行ったものであり、実

際の導入環境とは異なる。 
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(3) (1)実証項目の計算結果及び(2)参考項目の計算結果に関する注意点 

① 数値計算は、モデル的な住宅・オフィスを想定し、各種前提条件のもと行ったものであ

り、実際の導入環境とは異なる。 
② 熱負荷の低減効果を熱量単位（kWh）だけでなく、電気料金の低減効果（円）としても

示すため、定格出力運転時における消費電力 1kW当たりの冷房・暖房能力（kW）を表

したCOP及び電力量料金単価を設定している。 
③ 数値計算において設定した冷暖房の運転期間は、下記の通りとした。 

 夏季 15 時 ： 東京；8 月 10 日の 15 時，大阪；8 月 18 日の 15 時 
 夏季 1 ヶ月 ： 8 月 1～31 日 
 夏季 6～9 月 ： 6 月 1 日～9 月 30 日 
 冬季 1 ヶ月 ： 2 月 1 日～28 日 
 期間空調 ： 冷房期間 6～9 月及び暖房期間 11～4 月 
 年間空調 ： 冷暖房期間 1 年*1 

④ 日射が遮蔽され、室内が暗くなることに伴い生じる、照明の量及び時間に起因する熱負

荷の増加は考慮していない。 
⑤ 冷房・暖房負荷低減効果の熱量の欄には、実証対象技術の使用前後の熱負荷の差および

使用前後の熱負荷の総和をそれぞれ示している（使用前→使用後）。 
⑥ 電気料金について、本計算では窓用日射遮蔽コーティング材の有無による室内熱負荷の

差を検討の対象としていることから、種々の仮定が必要となる総額を見積もることをせ

ず、熱負荷の変化に伴う空調電気料金の差額のみを示している（電気料金の算出に関す

る考え方は詳細版本編 28 ページ【電気料金算出に関する考え方】に示す）。 
 
 
*1：設定温度よりも室温が高い場合に冷房運転を行い、設定温度よりも室温が低い場合に暖房運

転を行う。 
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4. 参考情報 

 (1)実証対象技術の概要（参考情報）及び(2)その他メーカーからの情報（参考情報）に示され

た情報は、全て実証申請者が自らの責任において申請したものであり、環境省及び実証機関は、

内容に関して一切の責任を負いません。 
 

(1) 実証対象技術の概要（参考情報） 

項目 実証申請者 記入欄 

実証申請者 株式会社日進産業 
（英文表記：NISSIN-SANGYO CO.,LTD） 

技術開発企業名 ― 

実証対象製品・名称 ぬるローイー 
（英文表記：NURU LOW-E） 

実証対象製品・型番 ― 

連

絡

先 

TEL 03-5916-4451 

FAX 03-6454-9731 

Web アドレス http://www.nissin-sangyo.jp/ 

E-mail info-nissin@gaina.co.jp 

技術の特徴 
窓ガラスにコーティングすることで金属皮膜を形成し、可視光の透過を維持しつ

つ、紫外線および近赤外線の侵入を軽減する。 
凹凸ガラスや幅広ガラスへの対応も可能。 

設

置

条

件 

対応する 
建築物・部位など 窓ガラス 

施工上の留意点 コーティング前に油分・シリコンを除去する。 
結露時や高温時の施工は避ける 

その他設置場所 
等の制約条件 

屋内側の面に施工 
屋外側不可 

メンテナンスの必要性 
耐候性・製品寿命など 耐用年数 5 年程度 

コスト概算 設計施工価格（材工共） 12,000 円 1m2あたり 

(2) その他メーカーからの情報（参考情報） 
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